
26 市報いな

経済建設委員会は、伊那市の農林商工観光すべての産業振興を担当します。また、市民生活
の基盤となる街・道路・橋・川、あるいは毎日使う上下水道などインフラ整備も所管します。安
心で快適で活力あふれる伊那市を目指すため皆さんの率直なご意見をお待ちしています。
　委員長 ： 中山彰博　副委員長 ： 唐澤千明　
　委　員 ： 平岩國幸 ・ 柳川広美 ・ 若林敏明 ・ 小平恒夫 ・ 宮島良夫

　

委
員
会
は
平
成
２４
年
７
月
に
西
駒

山
荘
の
現
地
調
査
を
行
い
、老
朽
化

と
中
央
ア
ル
プ
ス
北
部
へ
の
施
設
建

設
の
必
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
員・山
岳
関
係
者
と
の

検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、登
山
者

に
喜
ば
れ
る
山
小
屋
建
設
に
取
り
組

み
、方
向
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
は
今
年
度
着
工
の
予
定
で

す
。山
小
屋
の
歴
史
を
残
し
つ
つ
、よ

り
利
用
し
や
す
く
快
適
な
施
設
と
な

る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

伊
那
市
議
会
事
務
局
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西
駒
山
荘（
伊
那
小
屋
）改
築
着
手
へ　

　

伊
那
市
は
下
水
道
健
全
化
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。処
理
場
の
統

廃
合
の
第
一
段
と
し
て
、高
遠
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
汚
水
浄
化
装
置
な
ど
の

更
新
が
終
了
し
ま
し
た
。同
様
に
施

設
の
機
械
が
老
朽
化
し
て
い
た
小
原

処
理
場
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
も
提
案
し
て
き
た
、農
業

集
落
排
水
処
理
場
の
汚
泥
を
中
央
衛

生
セ
ン
タ
ー
で
の
処
理
量
を
増
や
す

こ
と
な
ど
、処
理
経
費
削
減
の
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
健
全
化
に
は
下
水
道
の
普

及
率
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。今
年

度
は
下
水
道
が
引
か
れ
て
一
年
以

内
に
接
続
す
る
と
補
助
制
度
も
あ

り
ま
す
。　　
　

　

ぜ
ひ
下
水
道
に
接
続
し
て
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
事
業
健
全
化
進
む

　

東
春
近
田
原
地
区
で
は
養
蚕
の
衰

退
で
桑
畑
が
な
く
な
り
耕
作
放
棄
地

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。田
原
の
皆

住
民
の
底
力

田
原
区
耕
作
放
棄
地
の
再
生　

 
平
成
２５
年
度
予
算
で
環
状
南
線
に

着
手
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
概
略
設

計
と
し
て
７
０
０
万
円
を
予
算
化
し

ま
し
た
。
環
状
南
線
は
、
青
島
か
ら

伊
那
市
役
所
を
経
て
平
成
大
橋
か
ら

更
に
西
へ
延
伸
し
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

越
え
、
小
黒
川
大
橋
の
北
へ
駆
け
上

が
っ
て
い
く
道
路
で
す
。

Ａ 

富
士
塚
ス
ポ
ー
ツ
公
園

Ｂ 

消
防
署
予
定
地

C 

小
黒
川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

今
後
、
富
士
塚
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
へ
伊

那
消
防
署
が
移
転
建
設
さ
れ
、
小
黒

川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
受

け
、
東
西
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て

早
期
開
通
を
目
指
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
始
ま
る
環
状
南
線
の
延
伸
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の
衰

棄
地

皆 再
生

次
回
は
、総
務
委
員
会
を
特
集
し

ま
す
。

田
原
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
長
の
話
し
を
伺
う

石室の前で説明を受ける委員

伊那市の産業振興を図り、市民の生活基盤をつくります。

伊那市議会
経済建設委員会を紹介します

さ
ん
は
農
業
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と

の
強
い
思
い
で
、放
棄
地
の
再
生
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。再
生
を
決
断
し

た
理
由
は
、一
括
担
い
手
と
な
る
地
元

法
人
の
存
在
、耕
作
放
棄
地
再
生
利

用
交
付
金
制
度
の
活
用
、農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
と
市
の
後
押
し
が
あ
り
、地

権
者
７９
名
、面
積
１６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

再
生
し
ま
し
た
。事
業
は
す
べ
て
地
元

で
対
応
し
、大
規
模
で
継
続
的
な
農

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

再
生
利
用
交
付
金
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
、耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

市
報
い
な

公
民
館
報
い
な

議
会
だ
よ
り

ふ
く
し
伊
那
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